
 

 今治市下水浄化センター



2017年の水処理実績

水量
(㎥/d)

処理能力
(㎥/d)

40,044 54,750

流入水質
(mg/L)

放流水質
(mg/L)

除去率
(％)

BOD 189.8 3.9 97.9
COD 83.5 8 90.4
SS 134.2 1.6 98.8
TN 43.2 11 74.5
TP 4.56 1.7 63.8
BOD : 生物化学的酸素要求量
COD : 化学的酸素要求量
SS  : 浮遊物質
TN  : 全窒素
TP  : 全リン

[水質]



平成22年度現在

処理場名        今治市下水浄化センター  

設置年度         昭和51年度  

敷地面積        約３３０アール  

下水排除方式  分流　＋　合流 

           　    BOD        15ｍｇ/L 

計画放流水質　   T-N　　  20ｍｇ/L 

  　   T-P　　 3.0ｍｇ/L 

今治市浄化センター施設概要

最初沈澱地と汚泥棟（遠景）

ブロア設備

管理棟

消化槽（ＮＯ.２）

汚泥棟と遠心脱水機
水処理施設

汚泥処理施設

　　　　　　 

 　　　　　　　　　　　　　　　池幅　　　　  ９．０ｍ    

最初沈澱池                  　池長　　　　 ３２．０ｍ　　 ６池

                            　有効水深　　    ３．９ｍ 

  

標準活性汚泥法　             ５４，７５０立法メートル/日　  

　　　　　　　　　　　　　　　池幅          　９．０ｍ    

反応タンク　　　　　　　　　　池長　     　 ５４．９ｍ  　　６池 

                            有効水深　　   　 ５．０ｍ 

 　      　 池幅　　　　　　９．０ｍ   

最終沈澱池 　　　　　  池長　　　　　３４．０ｍ　　　６池

　　　　　　　　　　　　　　有効水深　　　  　３．６ｍ 

　　　　　　　　　　　　　　　池幅　　　　　　１．５ｍ    

塩素混和池                    池長　　　　　６８．０ｍ　　　３池

　　　　　　　　　　　　　　有効水深　　　　　２．０ｍ  

施設名称   　　　　　仕　　様　　

  池幅　　　　　１１．０ｍ 　　　１槽

濃縮槽（重力式）  池長　　　　　１１．０ｍ

　　　　　　　　　　　 有効水深 ３．０ｍ

  内径 １８．０ｍ 　　　１槽

消化槽　　　　　　　　 有効水深 １４．５ｍ 

嫌気性消化法（２段）  内径 １７．０ｍ 　　　２槽

　　　　　　　　　　　 有効水深 　８．５ｍ 

  池幅 ４．０ｍ 　　　１槽

汚泥貯留槽  池長 ４．０ｍ

　　　　　　　　　　　 有効水深 　　　　２．７５ｍ 

汚泥脱水機　　　　　　　１０立法メートル/時 　　　　　　　　２台

　（遠心脱水機）    

施設名称   　　　仕　　様　　

処理場名        今治市下水浄化センター  

設置年度         昭和51年度  

敷地面積        約３３０アール  

下水排除方式  分流　＋　合流 

           　    BOD        15ｍｇ/L 

計画放流水質　   T-N　　  20ｍｇ/L 

  　   T-P　　 3.0ｍｇ/L 

反応タンク（標準活性汚泥法）

反応タンク散気盤

最終沈澱池

最終沈澱池（内部）

最初沈澱池

今治市中心市街地の汚水処理を目的として昭和51年に整備した当市で最初の
公共下水道終末処理施設です。当初は合流地区を中心に4列で日量３６，５０
０立方メートルの能力で運転していましたが、その後の分流地区の区域拡大
による受け入れ水量の増加に伴い、水処理２列と汚泥消化槽１槽の増設を実
施しています。




